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介護の魅力と価値を高めるのはあなたです

介護福祉経営士１・２級資格認定試験
受験申込

10月6日（木）
まで！

一般社団法人日本介護福祉経営人材教育協会主催

１１月13日（日）実施

団体受験　◇受験者が複数名の場合、団体でまとめてお申し込みできます。
◇一定の条件を満たした場合、認定会場制度をご利用できます。※審査があります

試験のお申し込み・お問い合わせ・資料請求はウェブで…http://www.nkfk.jp/

介護福祉経営士テキストのご案内

実践編　全11巻
価格：25,710円（税込）

介護福祉経営士１級試験 準拠

基礎編　全10巻
価格：23,660円（税込）

介護福祉経営士２級試験 準拠
第3回「介護福祉経営士１級」 第11回「介護福祉経営士２級」

 受験料 9,720円（税込） 8,000円（税込）

 受験資格 「介護福祉経営士２級」資格認定者 年齢、学歴、国籍等の制約はありません
 試験会場　  札幌・仙台・東京・名古屋・金沢・大阪・福岡 （予定）

マネジメントを現場改善の原動力に !!

地
域
の
中
心
的
役
割
を
担
い

全
国
へ
の
発
信
力
を
高
め
よ
！

介
護
福
祉
業
界
の
活
性
化
の
た
め
に
創
設
さ
れ
た
新
資
格「
介
護
福
祉
経
営
士
」が
２
０
１
３
年
４
月
に

誕
生
し
て
以
来
、１
０
０
０
人
を
超
え
る
合
格
者
が
誕
生
し
た
。マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
体
系
的
に
学
ん
だ「
介

護
福
祉
経
営
士
」た
ち
は
、地
域
の
介
護
福
祉
の
発
展
の
た
め
、さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。

介
護
福
祉
士
を
は
じ
め
と
す

る
介
護
福
祉
業
界
の
人
材
育
成

は
、
倫
理
や
知
識
・
技
術
に
関

す
る
教
育
は
充
実
し
て
い
た

が
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
経
営
に

つ
い
て
あ
ま
り
教
え
ら
れ
て
こ

な
か
っ
た
。

し
か
し
、
高
齢
者
が
急
増
す

る
な
か
で
、
効
率
的
で
よ
り
広

が
り
の
あ
る
介
護
福
祉
サ
ー
ビ

ス
が
必
要
と
な
る
。
経
営
と
は

『
あ
る
知
識
・
技
術
を
最
大
限

に
発
揮
し
て
目
的
を
達
成
す
る

こ
と
』。
高
齢
者
や
障
害
者
の

暮
ら
し
に
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
と

は
何
か
を
追
求
し
、
そ
の
実
現

に
向
け
て
方
法
を
考
え
た
り
、

多
職
種
を
ま
と
め
た
り
す
る
経

営
人
材
が
必
要
と
考
え
、「
介

護
福
祉
経
営
士
」資
格
が
創
設

さ
れ
た
。

一
般
社
団
法
人
日
本
介
護
福

祉
経
営
人
材
教
育
協
会
が
認
定

す
る「
介
護
福
祉
経
営
士
」は
、

「
介
護
福
祉
経
営
に
関
す
る
法

制
度
、
財
務
会
計
、
リ
ス
ク
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア

ン
ス
、
人
材
育
成
な
ど
多
岐
に

わ
た
る
知
識
を
修
得
し
、か
つ
、

実
務
の
現
場
に
お
い
て
広
く
そ

の
知
識
・
経
験
を
発
揮
で
き

る
、『
介
護
福
祉
分
野
の
経
営
』

を
担
う
専
門
職
」で
あ
る
。

２
０
１
５
年
度
ま
で
に「
介

護
福
祉
経
営
士
２
級
」資
格
認

定
試
験
に
１
０
８
５
人
が
合
格

し
て
い
る
。

勤
務
先
の
業
種
別
で
み
る

と
、
45
・
２
％
は
介
護
保
険

サ
ー
ビ
ス
業
だ
が
、
金
融
業
と

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
業
を
合
計

す
る
と
同
様
の
割
合
と
な
っ
て

い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

資
格
認
定
試
験
開
始
当
初
は

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
業
が
50
％

以
上
を
占
め
て
い
た
が
、
回
を

重
ね
る
に
つ
れ
て
他
業
種
の
割

合
が
増
し
て
き
た
。
こ
れ
は
、

介
護
福
祉
業
界
の
成
長
性
に
注

目
が
集
ま
っ
て
い
る
こ
と
、「
介

護
福
祉
経
営
士
２
級
」資
格
認

定
試
験
の
受
験
資
格
が
、年
齢
、

学
歴
、
国
籍
な
ど
の
制
約
が
一

切
な
く
、
介
護
福
祉
に
携
わ
っ

て
い
な
い
人
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
で

き
る
資
格
で
あ
る
点
も
大
き
く

関
係
し
て
い
る
だ
ろ
う
。

他
業
種
に
従
事
す
る
会
員
か

ら
は「
資
格
取
得
の
た
め
の
学

習
を
通
し
て
介
護
福
祉
業
界
全

般
を
体
系
的
に
学
ぶ
こ
と
が
で

き
、
全
体
像
を
つ
か
む
こ
と
が

で
き
た
」、「
お
客
様（
介
護
事

業
者
）の
相
談
に
対
し
て
、
よ

り
適
切
な
ア
ド
バ
イ
ス
が
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
」と
い
っ
た

声
が
挙
が
っ
て
い
る
。

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
以
外
の

業
種
か
ら「
介
護
福
祉
経
営
士
」

が
誕
生
す
る
こ
と
は
、
介
護
福

祉
事
業
者
に
と
っ
て
良
き
パ
ー

ト
ナ
ー
が
増
え
る
こ
と
に
な

り
、
地
域
の
介
護
福
祉
の
安
定

に
つ
な
が
る
。

全
国
の
舞
台
に
も
登
壇
す
る

介
護
福
祉
経
営
士

同
協
会
は
、
本
年
７
月
に
３

日
間
に
わ
た
り
初
の
全
国
規
模

イ
ベ
ン
ト
と
な
る「
第
１
回
全

国
介
護
福
祉
総
合
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
i
n
大
阪
」を
開
催
し
た
。

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
最
終
日

の
最
後
に
行
わ
れ
た
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム「
介
護
福
祉
経
営
士
が
デ

ザ
イ
ン
す
る
新
し
い
介
護
福

祉
」に
は
、
4
人
の
介
護
福
祉

経
営
士
が
登
壇
。全
国
に
向
け
、

介
護
福
祉
の
未
来
や
介
護
福
祉

経
営
士
の
役
割
に
つ
い
て
そ
れ

ぞ
れ
の
思
い
を
熱
く
語
っ
た
。

多
様
な
専
門
性
を
有
す
る
人

た
ち
の
集
合
体
で
あ
る
た
め
、

地
域
で
活
躍
で
き
る
人
材
で
あ

る
介
護
福
祉
経
営
士
の
果
た
す

役
割
が
期
待
さ
れ
る
。

合格者1,000人突破 ！
新資格「介護福祉経営士」に集まる期待

神内秀之介 氏
（北海道支部・社会福祉法人渓仁会法人本部
事業推進部次長・事業戦略担当次長）
介護福祉経営士に期待される領域という
のはたくさんありますが、私自身が自法人
の課題として常々考えているものとして、
ミドルマネジメント層への学びの場の必
要性というものがあります。

石本良樹 氏
（関西支部・社会医療法人美杉会法人事
務局人事部）
介護福祉経営士の勉強をするなかでマ
ズローをはじめとした組織論・リーダー
シップ論を身に付けたことが、組織経営
に活かせました。

洪東基 氏
（関西支部・医療法人同友会共和病院医
療福祉課課長）
「地域」や「連携」というキーワードのもと
に、ネットワークを広げていくことが重要
ですし、ネットワークを広げるためには介
護福祉経営士という仲間がもっと増えて
いく必要があります。
岩本昌樹 氏
（九州支部・社会福祉法人くだまつ平成
会理事長代行）
介護福祉経営士の資格を取得したこと
で、金融業界の方など介護以外の分野の
仲間もおり、地域の問題を解決する際の
頼もしいパートナーが見つかりました。

介護保険
サービス
45.2％

その他
5.4％

関連企業
一般企業
6.7％

コンサルティング
16.0％

金融業
26.7％

勤務先の業種別構成

2016年3月末現在
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１
９
４
９
年
高
知
県
生
ま
れ
。

東
京
薬
科
大
学
薬
学
部
卒
業
後
、

病
院
で
の
薬
剤
師
業
務
等
を
経

て
、
１
９
９
６
年
に
社
会
福
祉

法
人
ふ
る
さ
と
自
然
村
理
事
長

に
就
任
。
全
国
老
人
保
健
施
設

協
会
高
知
県
支
部
支
部
長
、
高

知
県
介
護
老
人
保
健
施
設
協
議

会
会
長
、
公
益
社
団
法
人
日
本

認
知
症
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
協
会

理
事
・
高
知
県
支
部
長
な
ど
を

歴
任
し
た
。
２
０
１
０
年
に
、

厚
生
労
働
大
臣
表
彰
受
賞
。

８
月
７
日
、
山
本
惠
子
氏
を

偲
ぶ
会
が
、
高
知
市
の
ホ
テ
ル

「
人
の
生
き
る
を
支
え
る
」実
践
者

山
本
惠
子・四
国
支
部
長（
社
会
福
祉
法
人
ふ
る
さ
と
自
然
村
理
事
長
）

日
航
高
知
旭
ロ
イ
ヤ
ル
で
営
ま

れ
た
。
１
９
９
６
年
よ
り
20
年

の
長
き
に
渡
り
、
社
会
福
祉
法

人
ふ
る
さ
と
自
然
村
理
事
長
を

務
め
た
。

会
場
の
２
階
フ
ロ
ア
で
は
、

写
真
パ
ネ
ル
が
用
意
さ
れ
、
幼

少
時
代
、
学
生
時
代
、
薬
剤
師

と
し
て
ご
勤
務
さ
れ
て
い
る

姿
、
そ
し
て
山
本
浩
志
氏（
医

療
法
人
地
塩
会
理
事
長
）と
ご

結
婚
さ
れ
、
介
護
事
業
を
展
開

さ
れ
る
な
ど
、
惠
子
氏
の
人
生

を
追
体
験
で
き
る
演
出
が
な
さ

れ
た
。

３
階
の
会
場
は
、
惠
子
氏
が

好
き
だ
っ
た
と
い
う
百
合
を
メ

イ
ン
と
し
た
花
で
祭
壇
が
埋
め

尽
く
さ
れ
、
し
め
や
か
に
式
典

が
執
り
行
わ
れ
た
。
理
事
長
を

引
き
継
い
だ
次
男
の
山
本
康
世

氏
が
、
惠
子
氏
に
対
す
る
愛
と

感
謝
に
あ
ふ
れ
た
挨
拶
を
述
べ

る
と
、
会
場
は
す
す
り
泣
く
声

で
満
ち
た
。

献
花
に
は
、
医
療
・
介
護
関

係
者
を
は
じ
め
、
芸
能
人
や
元

大
臣
ら
著
名
人
も
多
く
訪
れ
、

惠
子
氏
の
交
友
関
係
の
広
さ
が

窺
え
た
。

多くの人が惠子氏との
別れを惜しんだ

第
11
回「
介
護
福
祉
経
営
士
２
級
」

資
格
認
定
試
験
に
向
け
て

直
前
ポ
イ
ン
ト
整
理
講
座
開
催

２
０
１
６
年
11
月
13
日（
日
）

に
実
施
す
る「
介
護
福
祉
経
営

士
１
級
」お
よ
び「
介
護
福
祉
経

営
士
２
級
」資
格
認
定
試
験
の

受
験
申
込
が
、
10
月
６
日（
木
）

ま
で
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://www.nkfk.jp/

）に
て

受
付
中
だ（
受
験
料
入
金
締
切

日
は
10
月
７
日
）。

ま
た
、「
介
護
福
祉
経
営
士

２
級
」資
格
認
定
試
験
に
向
け

て
、
直
前
ポ
イ
ン
ト
整
理
講
座

が
全
国
各
地（
東
京
、
名
古
屋
、

大
阪
、
福
岡
）で
開
催
さ
れ
る
。

各
地
の
詳
細
は
以
下
の
通
り
。

講
義
や
模
擬
試
験
を
通
し
て
、

知
識
の
定
着
と
出
題
範
囲
の

〝
重
要
ポ
イ
ン
ト
〞を
重
点
的
に

学
習
で
き
る
機
会
だ
。

〈
東
京
会
場
〉

■
日
時
：
２
０
１
６
年
10
月
22

日（
土
）
９
：
30
〜
17
：
30

■
講
師
：
馬
場
博
氏
（
一
般
社

団
法
人
Ｃ・Ｃ・Ｎ
ｅ
ｔ
専
務
理

事
・
チ
ー
フ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）

■
会
場
：
日
本
医
療
企
画
本
社

５
Ｆ
（
東
京
都
千
代
田
区
神
田

岩
本
町
４
│
14
神
田
平
成
ビ

ル
）

■
受
講
料（
税
込
）：
１
万
５
０

０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
別
）

■
定
員
：
40
名
（
先
着
順
）

■
お
申
込
み
・
お
問
い
合
わ

せ
：
株
式
会
社
日
本
医
療
企
画

関
東
支
社

電
話
０
３
│
３
２
５
６
│
２
８

８
５

〈
名
古
屋
会
場
〉

■
日
時
：
２
０
１
６
年
11
月
６

日（
日
）９
：
30
〜
16
：
35

■
講
師
：
小
川
泰
弘
氏
（
Ｙ
＆

Ｙ
お
が
わ
社
会
保
険
労
務
士
事

務
所
）

■
会
場
：
日
本
医
療
企
画　

中

部
支
社
セ
ミ
ナ
ー
ル
ー
ム
（
愛

知
県
名
古
屋
市
中
区
栄
２
│
12

│
12 

ア
ー
ク
栄
白
川
パ
ー
ク

ビ
ル 

３
階
）

■
受
講
料（
税
込
）：
１
万
５
０

０
０
円（
テ
キ
ス
ト
代
別
）

■
定
員
：
50
名
（
先
着
順
）

■
お
申
込
み
・
お
問
い
合
わ

せ
：
株
式
会
社
日
本
医
療
企
画

中
部
支
社　

受
験
対
策
講
座
事

務
局

電
話
０
５
２
│
２
０
９
│
５
４

５
１

〈
大
阪
会
場
〉

■
日
時
：
２
０
１
６
年
10
月
１

日（
土
）13
：
30
〜
17
：
20

■
講
師
：
鷹
取
敏
昭
氏
（
人
事

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
所　

進
創

ア
シ
ス
ト
代
表
）

■
会
場
：
梅
田
貸
会
議
室

テ
ィ
ー
オ
ー
ジ
ー
（
大
阪
府
大

阪
市
北
区
梅
田
１
│
１
│
３
│

１
７
０
０
）

■
受
講
料
（
税
込
）
：
１
万
２

０
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
別
）

■
定
員
：
20
名
（
先
着
順
）

■
お
申
込
み
・
お
問
い
合
わ

せ
：
株
式
会
社
日
本
医
療
企
画

関
西
支
社　

受
験
対
策
講
座
事

務
局

電
話
０
６
│
７
６
６
０
│
１
７

６
１

〈
福
岡
会
場
〉

■
日
時
：
２
０
１
６
年
10
月
８

日
（
土
）
10
：
00
〜
17
：
00

■
講
師
：
谷
口
雅
弘
氏
（
ケ
ア

マ
ネ
シ
ス
テ
ム
代
表
）

■
会
場
：
日
本
医
療
企
画　

九

州
支
社
（
福
岡
県
福
岡
市
博
多

区
博
多
駅
南
１
│
３
│
６
　
第

３
博
多
偕
成
ビ
ル
５
０
３
）

■
受
講
料（
税
込
）：
１
万
５
０

０
０
円（
テ
キ
ス
ト
代
別
）

■
定
員
：
15
名
（
先
着
順
）

■
お
申
込
み
・
お
問
い
合
わ

せ
：
株
式
会
社
日
本
医
療
企
画

九
州
支
社

電
話
０
９
２
│
４
１
８
│
２
８

２
８

※
各
会
場
と
も
、
定
員
に
な
り
次

第
、
締
め
切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
ま
た
、
申
込
人
数
が
基
準
に

達
し
な
い
場
合
中
止
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
、
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

東
京
、名
古
屋
、

大
阪
、福
岡
の

４
会
場
に
て

受
験
者
に
も
紹
介
者
に
も
特
典
！

「
介
護
活
力
創
造
隊
員
」募
集
中

「
介
護
福
祉
経
営
士
」
の
意

義
・
役
割
に
賛
同
し
、
受
験
者

拡
大
に
協
力
す
る「
介
護
活
力

創
造
隊
」の
隊
員
を
募
集
中
だ
。

「
介
護
活
力
創
造
隊
員
」に
登

録
す
る
と
、
隊
員
か
ら
紹
介
を

受
け
た
方
が『
優
待
特
別
申
込

書
』で「
介
護
福
祉
経
営
士
２

級
」資
格
認
定
試
験
に
受
験
を

申
し
込
ん
だ
場
合
、
①
受
験
申

込
者
は
受
験
料
が
割
引
、
②
隊

員
に
は
１
人
ご
紹
介
い
た
だ
く

ご
と
に
薄
謝
が
進
呈
さ
れ
る
。

今
登
録
す
る
と
、
11
月
13
日

に
実
施
さ
れ
る
第
11
回「
介
護

福
祉
経
営
士
２
級
」資
格
認
定

試
験
よ
り
適
応
さ
れ
る
。

周
囲
に「
介
護
福
祉
経
営
士
」

の
受
験
を
考
え
て
い
る
方
が
い

る
、
ま
た
は「
介
護
福
祉
経
営

士
」を
勧
め
た
い
と
考
え
て
い

る
な
ら
、活
用
し
た
い
制
度
だ
。

登
録
方
法
等
詳
細
に
関
す
る

お
問
い
合
わ
せ
は
左
記
ま
で
。

お
問
い
合
わ
せ
先

「
介
護
活
力
創
造
隊
」
事
務
局

（
株
式
会
社
日
本
医
療
企
画　

教
育
事
業
開
発
・
推
進
部
内
）

電
話
０
３
│
３
２
５
６
│
２
８

６
３

介護経営者必読の書

介護経営白書2016-2017年版

従来の価値観にしばられない新しい発想の介護サービスが生まれている。新しい介護の価値観をつくり出すニューリーダーに焦点をあて、これからの時代の介護経営
に必須の人材について徹底検証していく。
【本書で取り上げた、介護の未来をつくるニューリーダー】
加藤忠相（株式会社あおいけあ代表取締役）、佐久間裕章（特定非営利活動法人自立支援センターふるさとの会代表理事）、飯田大輔（社会福祉法人福祉楽団常
務理事、株式会社恋する豚研究所代表取締役）、若野達也（一般社団法人SPS 若年認知症サポートセンターきずなやゼネラルマネージャー）、幸地伸哉（西宮介護
ネットワーク・街づくりプロジェクト代表、·株式会社グローバルウォーク代表取締役）、中島康晴（特定非営利活動法人地域の絆代表理事）、鹿野佑介（株式会社ウェ
ルモ代表取締役CEO）、内藤勇一（社会福祉法人来光会理事兼業務統括施設長、介護老人福祉施設しろやま施設長）、水戸康智（株式会社MOE ホールディン
グス代表取締役社長兼CEO）、吉江悟（訪問看護ステーションビュートゾルフ柏、看護師、保健師）、紅谷浩之（オレンジホームケアクリニック代表）

■ 企画・制作：ヘルスケア総合政策研究所
■ 定　　価：4，320円（本体価格：4,000円＋税）
■ 体　　裁：Ｂ5判／238ページ
■ I S B N：978-4-86439-462-8

好評
発売中！

介護福祉新時代の“到来”
今、注目されるニューリーダー11人の発想と人材育成術

山
本
惠
子・本
会
四
国
支
部
長
が
本
年
６
月
27
日
に
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。享
年
68
歳
で
し
た
。

「
介
護
福
祉
経
営
士
」の
普
及
に
ご
尽
力
さ
れ
た
山
本
氏
に
哀
悼
の
意
を
表
し
、謹
ん
で
ご

冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す
。

http://www.jmp.co.jp/● お問い合わせ先／（株）日本医療企画  〒101-0033  東京都千代田区神田岩本町4-14  神田平成ビル  TEL：03-3256-2861  FAX：03-3256-7499

●関東支社 ☎03-3256-2885  ●関西支社 ☎06-7660-1761  ●九州支社 ☎092-418-2828  ●北信越支社 ☎076-231-7791  ●中部支社 ☎052-209-5451  ●北海道支社 ☎011-223-5126
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社会福祉法人練馬区社会福祉事業団
（東京都練馬区）
介護福祉経営士2級

澤
さわ

井
い

幸
さち

子
こ

〝
２
足
の
わ
ら
じ
〞
で

奮
闘
中
‼

私
は
、
社
会
福
祉
法
人
練
馬

区
社
会
福
祉
事
業
団
に
勤
務
し

て
い
ま
す
。
当
法
人
の
設
立
に

あ
た
り
、
平
成
5
年
4
月
に
第

1
期
の
事
務
員
と
し
て
入
職
し

ま
し
た
。
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
事

務
職
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
、
特

養
を
経
て
、
平
成
18
年
か
ら
は

法
人
本
部
に
会
計
担
当
と
し
て

入
り
ま
し
た
。
平
成
21
年
か
ら

は
総
務
主
査
と
し
て
、
法
人
全

体
の
会
計
業
務
を
取
り
ま
と

め
、
月
次
決
算
を
行
い
、
経
営

会
議
の
場
で
経
営
分
析
の
報
告

を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
予
算
作
成
か
ら
、
補

正
予
算
、
決
算
、
監
事
監
査
を

受
け
る
ま
で
の
流
れ
も
担
当
し

て
い
ま
す
。

今
年
の
4
月
か
ら
は
訪
問
介

護
事
業
課
長
も
あ
わ
せ
て
任
命

さ
れ
ま
し
た
。
今
は〝
2
足
の

わ
ら
じ
〞で
、
両
方
の
業
務
を

行
っ
て
い
ま
す
。
訪
問
介
護
事

業
所
は
4
か
所
あ
り
ま
す
。
現

場
の
サ
ー
ビ
ス
や
制
度
関
係
に

つ
い
て
は
ま
だ
ま
だ
勉
強
中
で

す
が
、
事
務
の
効
率
化
な
ど
自

ら
の
得
意
分
野
を
活
か
し
て
少

し
ず
つ
改
革
を
進
め
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

事
務
職
と
し
て
の

資
格
取
得
を
め
ざ
す

「
介
護
福
祉
経
営
士
」資
格
の

創
設
は
、
事
務
局
で
回
覧
さ
れ

て
い
る
雑
誌『
介
護
ビ
ジ
ョ
ン
』

を
見
て
知
り
ま
し
た
。
介
護
保

険
制
度
ス
タ
ー
ト
以
降
、
み
ん

な
が
現
場
経
験
を
積
み
な
が
ら

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
し
て「
介
護
福

祉
士
」や「
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
」

の
資
格
を
取
得
し
て
い
る
の
を

見
て
、
自
分
も
事
務
職
と
し
て

何
か
資
格
に
挑
戦
し
た
い
と

常
々
思
っ
て
い
ま
し
た
。
新
し

い「
介
護
福
祉
経
営
士
」の
資
格

は
自
分
に
合
っ
て
い
る
か
も
し

れ
な
い
と
感
じ
、
チ
ャ
レ
ン
ジ

を
決
意
し
ま
し
た
。

フ
ル
タ
イ
ム
で
働
き
な
が

ら
、
ま
た
家
庭
に
戻
れ
ば
家
事

に
追
わ
れ
る
毎
日
。
勉
強
時
間

を
ど
う
捻
出
す
る
か
に
苦
労
し

ま
し
た
。
テ
キ
ス
ト
は
毎
日
持

ち
歩
き
、
職
場
の
昼
休
み
を
活

用
し
て
読
み
込
み
ま
し
た
。
ポ

イ
ン
ト
を
ノ
ー
ト
に
ま
と
め
、

『
介
護
ビ
ジ
ョ
ン
』に
掲
載
さ
れ

て
い
た
予
想
問
題
や
テ
キ
ス
ト

の
確
認
問
題
を
解
き
ま
し
た
。

最
後
ま
で
悩
み
ま
し
た
が
、
や

る
か
ら
に
は
第
1
回
試
験
で
合

格
し
た
い
と
思
い
、
締
切
ギ
リ

ギ
リ
に
申
し
込
み
ま
し
た
。

社
会
人
に
な
っ
て
も
勉
強
を

続
け
る
こ
と
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
す

る
こ
と
の
大
切
さ
を
子
ど
も
た

ち
に
伝
え
た
い
と
い
う
思
い
も

あ
り
ま
し
た
。
忙
し
く
て
も
が

ん
ば
っ
て
努
力
す
る
母
親
の
姿

を
見
せ
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

無
事
に
合
格
で
き
て
本
当
に
う

れ
し
か
っ
た
で
す
。

自
ら
の
得
意
分
野
を
活
か

し
て
貢
献
し
て
い
き
た
い

訪
問
介
護
事
業
課
長
を
拝
命

し
て
か
ら
、
ス
タ
ッ
フ
と
同
行

介護サービス事業のリーダー層、研修担当者、
初任者研修・実務者研修・介護福祉士等の教員向け
「介護福祉教育エキスパート」養成講座

主催：一般社団法人介護福祉指導教育推進機構 お問い合わせ・資料請求はウェブへhttp://kaigo-education.jp

経営の一翼を担う栄養管理のエキスパート

■体裁：各巻Ｂ５判／100～160項　■定価：各巻2,500円＋税
■総監修／宮澤　靖（一般社団法人日本栄養経営実践協会代表理事／近森病院臨床栄養部部長）

第1巻

第2巻

第3巻

第4巻

第5巻

第６巻

病棟業務管理  不要な絶食患者ゼロをめざす病棟業務マネジメント  
―栄養部門が経営の一翼を担う―

真壁　昇
（関西電力病院疾患栄養治療センター） 
大谷　幸子
（淀川キリスト教病院栄養管理課課長） 
宮澤　靖
（近森病院臨床栄養部部長） 
山下　茂子
（熊本県立大学環境共生学部非常勤講師） 
秋山　和宏
（東葛クリニック病院副院長） 
吉田　貞夫
（沖縄メディカル病院あがりはまクリニック院長） 

コスト管理  ビジョンの実現に向けたコストマネジメント  
―業務の選択と集中で患者満足度を高める―
組織マネジメント  栄養部門の存在意義を高めるリーダーシップ  
―専門職としての使命を全うできる環境づくり―
人材教育マネジメント  自ら考え行動する人材の育成と目標管理  
―鉄は熱いうちに打たなければならない―
多職種協働コミュニケーション  チーム医療を成功させるコミュニケーション  
―人と組織、そして地域をつなぐ連携の要―
病態栄養  臨床スキルアップのための病態把握と栄養ケア  
―病態の理解なくしてチーム医療に参画はできない―

発行：株式会社日本医療企画　お申し込み、お問い合わせはウェブへhttp://www.jmp.co.jp/

栄養経営士
テキストシリーズ（全６巻）
管理栄養士のための新資格“栄養経営士”

養成テキストシリーズ創刊！

「介護の本質」、「介護専門職としての職業観」、「介護における教育者像」を、介護福祉教育の基本ととらえ、こ
の3テーマについて、ただ講義を聞くだけでなく、読み（事前学習）、聞き（講義）、話し合い（グループワーク）、
まとめる（レポート作成）ことで、介護福祉教育の本質を学びます。

開催地 日　程 時　間 講　師

福岡③
１日目 9月9日（金） 13：30～17：30

久保田トミ子（広島国際大学副学長、合同会社和の会代表）
2日目 9月10日（土） 9：00～17：30

東京⑥
１日目 9月10日（土） 13：30～17：30 白井 孝子（東京福祉専門学校副校長）

２日目 9月11日（日） 9：00～17：30 瀬戸 恒彦（公益社団法人かながわ福祉サービス振興会理事長）

札幌①
１日目 10月22日（土） 13：30～17：30

黒澤｠貞夫（日本生活支援学会会長）
２日目 10月23日（日） 9：00～17：30

大阪②
１日目 11月7日（月） 13：30～17：30

黒澤｠貞夫（日本生活支援学会会長）
２日目 11月8日（火） 9：00～17：30

し
て
現
場
を
見
学
を
さ
せ
て
も

ら
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
私
は
訪

問
介
護
の
仕
事
の
楽
し
さ
、
素

晴
ら
し
さ
を
理
解
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
ス
タ
ッ
フ
の
訪

問
を
利
用
者
様
が
待
っ
て
下

さ
っ
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
ス

タ
ッ
フ
が
身
内
の
よ
う
に
援
助

し
て
い
る
様
子
を
見
て
い
た

ら
、
こ
ち
ら
ま
で
温
か
い
気
持

ち
に
な
り
ま
し
た
。
利
用
者
様

と
の
信
頼
関
係
、
ス
タ
ッ
フ
の

心
配
り
は
本
当
に
素
晴
ら
し
い

と
感
じ
ま
し
た
。

訪
問
介
護
は
こ
れ
か
ら
ま
す

ま
す
必
要
と
さ
れ
る
事
業
で

す
。
お
客
様
に
良
い
サ
ー
ビ
ス

が
提
供
で
き
る
職
員
を
育
て
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の

た
め
に
ス
タ
ッ
フ
が
働
き
や
す

い
環
境
を
つ
く
っ
て
い
き
ま

す
。ま

た
、
本
部
事
務
局
担
当
と

し
て
は
、
報
酬
改
定
や
社
会
福

祉
法
人
制
度
改
革
な
ど
今
後
も

厳
し
い
場
面
が
あ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
地
に
足
の
つ
い
た

経
営
基
盤
づ
く
り
に
貢
献
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
地
域
の
皆
さ
ま
か

ら
選
ん
で
い
た
だ
け
る
法
人
づ

く
り
に
邁
進
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

地
域
の
皆
様
に
選
ん
で
い
た
だ
け
る

法
人
づ
く
り
に
貢
献
し
て
い
き
た
い

「
介
護
福
祉
経
営
士
２
級
」は
こ
れ
ま
で
、計
10
回
の
資
格
認
定
試
験
で
、累
計
１
１
４
２
名
の
合
格
者
が
誕
生
し
ま
し
た
。

介
護
施
設
・
事
業
所
、企
業
な
ど
か
ら
多
く
の
方
々
が
受
験
し
、合
格
し
て
い
ま
す
。ど
の
よ
う
な
目
的
で
受
験
し
、ど
の
よ
う
に

「
介
護
福
祉
経
営
士
」の
資
格
を
業
務
に
活
か
そ
う
と
考
え
て
い
る
の
か
、合
格
者
の
皆
様
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

合格者の声

人
生
、山
あ
り
谷
あ
り

群
馬
県
立
伊
勢
崎
興
陽
高
等
学
校

福
祉
と
人
間
を
学
ぶ
系
列

３
年

鈴す
ず

木き

純じ
ゅ
ん

菜な

ね
え
ね
え
、「
高
齢
者
」っ
て
い
う
言
葉
を
聞
い
て
ど
ん
な
感
じ

が
す
る
？

私
は
ふ
と
、妹
に
こ
ん
な
質
問
を
し
ま
し
た
。妹
は

「
ん
ー
、あ
ん
ま
り
良
い
イ
メ
ー
ジ
は
し
な
い
な
あ
。な
ん
か
、か

わ
い
そ
う
…
…
か
な
」と
答
え
ま
し
た
。こ
れ
は
、も
し
か
し
た

ら
み
な
さ
ん
も
思
っ
た
こ
と
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

で
は
、な
ぜ
こ
ん
な
こ
と
を
思
う
の
で
し
ょ
う
か
。誰
し
も
い

つ
か
は
老
い
て
、亡
く
な
り
ま
す
。本
当
に「
か
わ
い
そ
う
」な
の

で
し
ょ
う
か
。

私
は
毎
週
水
曜
日
、福
祉
施
設
に
実
習
に
行
っ
て
い
ま
す
。

正
直
、実
習
が
始
ま
っ
て
最
初
の
頃
は
み
な
さ
ん
が
思
う
よ
う
に

「
か
わ
い
そ
う
」と
い
う
気
持
ち
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
れ
な
の
で
、な
か
な
か
馴
染
む
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。で
す
が
今
で
は
実
習
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。こ
う
思
え
る
よ

う
に
な
る
ま
で
、さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。利
用
者
の

方
に
怒
鳴
ら
れ
た
り
、泣
き
つ
か
れ
た
り
、そ
し
て
亡
く
な
ら
れ

た
り
。私
は
そ
の
亡
く
な
ら
れ
た
方
と
お
話
を
よ
く
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
い
ま
し
た
。そ
の
時
の
会
話
で
そ
の
方
は
こ
ん
な
こ
と

を
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。

「
お
ね
え
ち
ゃ
ん
、あ
ん
た
は
ま
だ
人
生
の
四
分
の
一
も
生
き
て
ね

え
。今
辛
い
こ
と
も
悲
し
い
こ
と
も
多
い
か
も
し
れ
な
い
。で
も

な
あ
、人
生
こ
れ
か
ら
も
っ
と
も
っ
と
ど
ん
ど
ん
楽
し
い
こ
と
の

が
増
え
て
い
く
。そ
れ
に
今
し
か
で
き
ね
え
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ

る
。お
じ
さ
ん
は
今
ま
で
生
き
て
き
て
辛
い
こ
と
も
嬉
し
い
こ
と

も
た
く
さ
ん
あ
っ
た
。で
も
よ
お
、人
生
、楽
し
む
が
勝
ち
だ
。お

ね
え
ち
ゃ
ん
、人
生
山
あ
り
谷
あ
り
だ
、頑
張
ん
な
」

こ
の
会
話
は
今
で
も
忘
れ
な
い
し
、辛
い
時
背
中
を
お
し
て
く

れ
て
い
ま
す
。

こ
の
方
は
本
当
に
毎
日
を
楽
し
ん
で
い
ら
っ
し
ゃ
っ
て
、ご
友

人
や
お
孫
さ
ん
と
い
る
時
は
い
つ
も
笑
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
し
て
、こ
の
方
は
亡
く
な
る
直
前
、「
あ
あ
、楽
し
か
っ
た

あ
。」と
言
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。い
つ
も
の
笑
顔
で
。

こ
の
話
を
聞
い
て
い
た
だ
い
て
少
し
で
も
み
な
さ
ん
の
考
え
は

変
わ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。も
し
そ
う
で
し
た
ら
幸
い
で
す
。

「
介
護
福
祉
の
み
ら
い
」

作
文
コン
ク
ー
ル

　
一
般
社
団
法
人
日
本
介
護
福
祉
経
営
人
材
教
育
協
会
は
、将
来
を

担
う
小
学
生
、中
学
生
、高
校
生
に
、介
護
福
祉
の
大
切
さ
を
知
り
、

未
来
に
つ
い
て
考
え
る
機
会
を
も
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
、第

１
回「
介
護
福
祉
の
み
ら
い
」作
文
コ
ン
ク
ー
ル
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

前
号
に
続
き
、高
校
生
の
部
で
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
作
品
を

掲
載
し
ま
す
。 vol.２

最
優
秀
賞
作
品
掲
載
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セ
ミ
ナ
ー
報
告  

一
般
社
団
法
人
介
護
福
祉
指
導
教
育
推
進
機
構

「
介
護
福
祉
教
育
マ
ス
タ
ー
育
成
講
座
」

い
よ
い
よ
ス
タ
ー
ト
！

２
０
１
８
年
度
同
時
改
定
を

宮
島
俊
彦
氏
が
語
る

関
東
支
部
は
、
９
月
23
日

（
金
）、
日
本
医
療
企
画
も
と
み

や
セ
ミ
ナ
ー
ル
ー
ム
に
て
、
第

２
回
未
来
志
向
型
介
護
経
営
研

究
会
を
開
催
。
今
回
は
、
２
０

１
８
年
度
の
診
療
報
酬
・
介
護

報
酬
同
時
改
定
に
向
け
た
課
題

を
テ
ー
マ
と
し
、
元
厚
生
労
働

省
老
健
局
長
の
宮
島
俊
彦
氏

（
岡
山
大
学
客
員
教
授
、
前
内

閣
官
房
社
会
保
障
改
革
担
当
室

長
）を
ゲ
ス
ト
講
師
に
招
い
た
。

宮
島
氏
は「
口
腔
、
栄
養
管

理
を
ど
の
よ
う
に
取
り
入
れ
る

か
が
２
０
１
８
年
度
の
介
護
報

酬
改
定
の
焦
点
」と
言
及
。
さ

ら
に
、
医
療
・
介
護
・
福
祉
の

専
門
資
格
に
つ
い
て
複
数
資
格

に
共
通
の
基
礎
課
程
を
設
け
る

議
論
に
つ
い
て
ふ
れ
、
一
人
の

人
材
が
複
数
の
資
格
を
取
得
し

や
す
い
よ
う
に
す
る
こ
と
は
必

然
で
あ
る
と
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の

例
を
挙
げ
て
述
べ
た
。最
後
に
、

「
介
護
業
界
が
国
に
対
し
て
政

策
提
言
し
て
い
く
た
め
に
も
、

介
護
事
業
者
や
団
体
が
各
々
声

を
挙
げ
る
だ
け
で
な
く
、
ま
と

ま
る
必
要
が
あ
る
。
今
日
参
加

し
て
い
る
方
も
地
域
の
事
業
者

同
士
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
つ
く

る
こ
と
が
で
き
る
は
ず
」と
語

り
か
け
た
。

宮
島
氏
の
飾
ら
な
い
、
ざ
っ

く
ば
ら
ん
な
話
に
、
参
加
者
か

ら
は「
漠
然
と
し
て
い
た
ビ

ジ
ョ
ン
が
透
明
化
し
た
」「
さ
ら

に
具
体
的
に
ど
う
動
い
て
い
く

の
か
を
検
討
す
る
場
を
設
け
て

ほ
し
い
」と
い
っ
た
感
想
や
要

望
が
寄
せ
ら
れ
た
。

関
東
支
部

一
般
社
団
法
人
介
護
福
祉
指

導
教
育
推
進
機
構
は
、
８
月
25

日（
木
）に
第
１
回「
介
護
福
祉

教
育
マ
ス
タ
ー
育
成
講
座
」を

開
講
し
た
。
機
構
の
会
員（「
介

護
福
祉
教
育
エ
キ
ス
パ
ー
ト
」

養
成
講
座
修
了
者
）を
対
象
と

し
た
本
講
座
は
、
全
３
日
間
の

講
座
を
通
し
、「
介
護
福
祉
教

育
エ
キ
ス
パ
ー
ト
」養
成
講
座

で
身
に
つ
け
た「
理
論
」を
深
め

る
こ
と
に
よ
り
、「
実
践
」で
き

る
教
育
指
導
者
を
目
指
す
。

講
師
は
当
協
会
代
表
理
事
で

あ
る
黒
澤
貞
夫
氏
が
務
め
、
テ

キ
ス
ト
は
黒
澤
氏
の
著
書『
介

護
は
人
間
修
行　

一
生
か
け
る

価
値
あ
る
仕
事
』（
発
行
：
日
本

医
療
企
画
）を
用
い
る
。

こ
の
講
座
は
、
読
み（
事
前

学
習
）、
聞
き（
講
義
）、
話
し

合
い（
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
）、
ま

と
め
る
こ
と（
事
後
課
題
レ

ポ
ー
ト
）は
も
ち
ろ
ん
、
講
座

で
身
に
つ
け
た「
理
論
」を
自
分

な
り
の「
言
葉
」
と
し
て「
発

表
」、「
講
師
と
質
疑
応
答
」す

る
時
間
も
設
け
て
い
る
。
受
講

者
は
黒
澤
氏
と
の
質
疑
応
答
に

緊
張
し
な
が
ら
も
答
え
、
そ
の

や
り
と
り
に
達
成
感
を
感
じ
て

い
た
よ
う
だ
。

「
介
護
福
祉
教
育
マ
ス
タ
ー
育

成
講
座
」
概
要

●
日
程
：
全
３
日
間　

８
月
25

日（
木
）、10
月
12
日（
水
）、11

月
17
日（
木
） 

●
講
師
：
黒
澤
貞
夫
氏
（
一
般

浜
銀
総
研「
ビ
ジ
ネ
ス
セ
ミ
ナ
ー
@
東
京
」

企
業
の
介
護
離
職
防
止
対
策
と
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス

介
護
保
険
事
業
者
も
介
護
保

険
事
業
の
み
に
頼
っ
た
ビ
ジ
ネ

ス
モ
デ
ル
だ
け
で
は
リ
ス
ク
が

大
き
い
昨
今
、
介
護
保
険
事
業

以
外
に
も
目
を
向
け
る
こ
と
が

重
要
だ
。
本
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、

Ｂ 

ｔ
ｏ 

Ｂ
の
サ
ー
ビ
ス
提
供

に
関
す
る
実
践
事
例
を
紹
介
。

ま
た
、
介
護
保
険
外
事
業
と
し

て
介
護
離
職
防
止
の
た
め
事
業

展
開
す
る
際
の
ポ
イ
ン
ト
も
解

説
す
る
。

■
日
時
：
２
０
１
６
年
10
月
26

日（
水
）13
：
30
〜
16
：
00

■
講
師
：
北
嶋
史
誉
氏
（
株
式

会
社
エ
ム
ダ
ブ
ル
エ
ス
日
高　

代
表
取
締
役
社
長
）、東
海
林

崇
氏
（
株
式
会
社
浜
銀
総
合
研

究
所　

経
営
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン

グ
部
）

■
会
場
：
東
日
本
銀
行
神
田
支

店　

神
田
東
日
本
ビ
ル
６
階
会

議
室
（
東
京
都
千
代
田
区
神
田

富
山
町
２
）

■
参
加
費
：
無
料

■
定
員
：
70
名

■
お
問
い
合
わ
せ
：
日
本
介
護

福
祉
経
営
人
材
教
育
協
会　

関

東
支
部
（
日
本
医
療
企
画　

関

東
支
社 

内
）

電
話
０
３
│
３
２
５
６
│
２
８

８
５

　

セ
ミ
ナ
ー
案
内

一
般
社
団
法
人
日
本
医
療
経
営
実
践
協
会

第
５
回
全
国
医
療
経
営
士
実
践
研
究
大
会

名
古
屋
大
会

全
国
の
医
療
経
営
士
た
ち
が

一
堂
に
会
し
、
日
ご
ろ
の
経
営

改
善
の
取
り
組
み
や
研
究
会
活

動
の
発
表
な
ど
を
通
じ
て
、
参

加
者
間
で
成
果
共
有
し
、
病
院

等
の
経
営
力
の
向
上
お
よ
び
経

営
課
題
の
改
善
に
貢
献
す
る
こ

と
を
目
指
す
。
研
究
発
表
会
の

ほ
か
、
米
盛
公
治
氏（
社
会
医

療
法
人
緑
泉
会
理
事
長
）に
よ

る
特
別
講
演
や
西
村
訓
弘
氏

（
三
重
大
学
副
学
長
、
地
域
戦

略
セ
ン
タ
ー
長
、
大
学
院
医
学

系
研
究
科
生
命
医
科
学
専
攻
教

授
）に
よ
る
基
調
講
演
、
特
別

対
談
な
ど
も
催
さ
れ
る
。

■
日
時
：
２
０
１
６
年
10
月
29

日
（
土
）
、
30
日
（
日
）

■
会
場
：
ウ
イ
ン
ク
あ
い
ち　

５
F
（
愛
知
県
名
古
屋
市
中
村

区
名
駅
４
丁
目
４
│
38
）

■
事
前
参
加
登
録
料
（
税
込
）

※
10
月
20
日
（
木
）
ま
で
お
申

込
み
の
場
合
。
：

○
医
療
経
営
士
・
介
護
福
祉
経

営
士

両
日
参
加
：
１
万
５
０
０
０
円

１
日
参
加
：
９
０
０
０
円

懇
親
会
：
５
０
０
０
円

○
一
般

両
日
参
加
：
２
万
円

１
日
参
加
：
１
万
３
０
０
０
円

懇
親
会
：
８
０
０
０
円

　

当
日
参
加
登
録
料
金
は
右
記

と
異
な
り
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
：
大
会
運
営

事
務
局
（
一
般
社
団
法
人
日
本

医
療
経
営
実
践
協
会
）

電
話
０
３
│
５
２
９
６
│
１
９

３
３

社
団
法
人
介
護
福
祉
指
導
教
育

推
進
機
構
代
表
理
事
） 

●
会
場
：
日
本
医
療
企
画
も
と

み
や
セ
ミ
ナ
ー
ル
ー
ム
（
東
京

都
千
代
田
区
神
田
東
松
下
町
17

番
地　

も
と
み
や
ビ
ル
３
階
）

●
受
講
料
（
税
込
）
：
４
万
５

０
０
０
円

●
お
問
い
合
わ
せ
：
一
般
社
団

法
人
介
護
福
祉
指
導
教
育
推
進

機
構

電
話
０
３
│
３
５
２
６
│
５
５

３
１

関
東
支
部

第
３
回
未
来
志
向
型
介
護
経
営
研
究
会

介
護
業
界
の
Ｍ
＆
Ａ
を
テ
ー

マ
に
、「
事
業
承
継
」「
地
域
包

括
ケ
ア
の
実
現
」等
の
課
題
解

決
策
と
し
て
の
Ｍ
＆
Ａ
の
傾
向

と
介
護
業
界
の
グ
ル
ー
プ
化
の

展
望
、
Ｍ
＆
Ａ
の
方
法
論
、
成

功
例
、失
敗
例
な
ど
を
伝
え
る
。

■
日
時
：
２
０
１
６
年
10
月
21

日
（
金
）
18
：
00
〜
20
：
00

■
ゲ
ス
ト
講
師
：
今
市
遼
佑
氏

（
株
式
会
社
日
本
Ｍ
＆
Ａ
セ
ン

タ
ー　

営
業
本
部
医
療
介
護
支

援
部
）

■
会
場
：
日
本
医
療
企
画　

も

と
み
や
セ
ミ
ナ
ー
ル
ー
ム
（
東

京
都
千
代
田
区
神
田
東
松
下
町

17
番
地　

も
と
み
や
ビ
ル
３

階
）

■
参
加
費
（
税
込
）
：
介
護
福

祉
経
営
士　

２
０
０
０
円
、
介

護
福
祉
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
基
礎
講

座
修
了
者
・
医
療
経
営
士
・
介

護
ビ
ジ
ョ
ン
定
期
購
読
者　

４

０
０
０
円
、
提
携
団
体
会
員
ま

た
は
紹
介
者　

３
０
０
０
円
、

一
般　

８
０
０
０
円

■
定
員
：
60
名
（
定
員
に
な
り

次
第
締
切
）

■
お
問
い
合
わ
せ
：
日
本
介
護

福
祉
経
営
人
材
教
育
協
会　

関

東
支
部
（
日
本
医
療
企
画　

関

東
支
社 

内
）

電
話
０
３
│
３
２
５
６
│
２
８

８
５
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きつい仕事の代名詞といわれる介護現場では、多くの女性職員が活躍している。結婚や出産を機に働くことが困難に
なり、退職を余儀なくされるという職場もあると聞く。本特集では、仕事と家庭を両立できる、女性が働きやすい職場
づくりのヒントを探る。
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ワーク・ライフ・バランス実現に向けた
女性が働きやすい職場づくりの提案特 集


